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多
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性
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(
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D
H

D
)
の
山
本
静
香
『
ヤ
ん
(
お
)
H

仮
名
H

は
現
在
、
大
阪
の
当
事

者
団
体
に
参
加
し
、
生
き
づ
ら

さ
を
克
服
す
る
す
べ
を
学
ん
で

い
る
。周
り
の
音
が
必
要
以
上
に
聞

こ
え
て
不
快
に
な
る
聴
覚
過
敏

も
あ
り
、
「
話
を
聞
い
て
い
な

い
と
し
か
ら
れ
る
た
め
、
聞
き

取
れ
な
く
て
も
う
な
ず
く
癖
が

つ
い
た
」
。
怒
ら
れ
る
機
会
は

日
に
日
に
増
え
、
定
職
に
も
就

切
な
い
。
「
見
た
目
で
障
害
が
分
か
ち
合
い
、
克
服
す
る
方
法

分
か
ら
な
い
分
、
余
計
理
解
を
を
学
べ
る
「
仲
間
」
と
出
会
つ

得
ら
れ
な
か
っ
た
」
た
今
が
「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」

自
分
の
意
思
と
は
無
関
係
に
だ
。

不
安
感
な
ど
が
生
じ
る
強
迫
性
・
費
用
の
か
け
方
f

障
害
も
二
次
的
に
発
症
。
行
き
e

発
達
障
害
は
、
周
り
の
環
境

詰
ま
る
中
で
親
が
当
事
者
団
体
や
理
解
が
本
人
の
人
生
を
大
き

に
連
絡
し
た
。
同
じ
苦
し
み
を
く
左
右
。
社
会
の
制
度
設
計
が

専
門
の
西
傑
辰
義
大
阪
大
教
授

…
自
宅
の
部
屋
で
約
初
種
類
の
・
ま
、
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

.
動
物
を
飼
育
す
る
。
「
将
来

l

…
は
自
分
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
…
提
案
す
る
。

r

γ

e

h

…
を
聞
き
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
…

H

困
っ
た
子
u
に
対
し
、
①

…
ま
せ
る
弦
川
セ
ヤ
ん
、
…
放
置
し
て
、
費
用
を
か
け
な
い

日
非
生
産
的
な
行
動
が
生
ま

れ
、
大
き
な
社
会
的
コ
ス
ト
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
る
②
考
=
り

ん
と
支
援
し
、
費
用
を
か
け
る

H

生
産
的
な
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
費
用
を
か
廿
な
い
と

占
宅
民
り
も
社
会
が
得
を
す
る
l

の
構
図
を
提
示
。

教
諭
ら
の
研
修
機
能
の
強
佑

や
学
校
の
多
様
化
で
「
発
達
障

害
に
対
応
で
き
る
の
を
当
た
り

前
に
す
る
」
必
要
性
を
訴
え
る
。

発
達
障
害
の
特
性
が
あ
っ
た

エ
ジ
ソ
ン
な
ど
7
困
っ
た
子
μ

の
一
部
が
素
晴
ら
し
い
発
朋
や

創
作
を
す
る
の
な
ら
、
社
会
的

な
レ
ベ
ル
で
彼
ら
を
大
事
に
し

な
い
手
は
な
い
」
。
そ
れ
は
、

一
人
一
人
の
違
い
を
生
か
す
社

会
制
度
に
も
つ
な
が
る
と
み
て

い
る
。

の
教
員
。
と
り
わ
け
樹
さ
ん
は

バ
イ
ト
先
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
元
庖
長
に
感
謝
す
る
。
「
体

調
が
悪
げ
れ
ば
気
遣
っ
て
く
れ

た
し
、
仕
事
以
外
の
相
談
に
も

乗
っ
て
く
れ
た
。
今
が
あ
る
の

は
こ
の
人
の
お
か
げ
」

「
理
解
あ
る
大
人
」
と
の
出

会
い
が
樹
『
ヤ
ん
の
人
生
を
支
え

た
-
深
み
に
は
ま
る

「
働
き
た
い
の
に
働
け
な

い
」
。
発
達
障
害
の
一
つ
、
注

円届L

(②) 

A 

ヤ
シ
ガ
ニ
や
グ
リ
ー
ン
パ
シ
ん
は
診
断
後
、
「
自
分
の
こ
と

リ
ス
ク
な
ど
、
約
加
種
類
の
動
が
分
か
り
、
シ
ョ
ッ
ク
よ
り
も

物
が
6
畳
ほ
ど
の
洋
室
で
整
然
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
」
と
い
う
。

と
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
中
学
2

.
・
「
相
談
で
き
る
」

年
の
時
に
広
汎
性
発
達
障
害
と
両
親
は
樹
『
ヤ
ん
が
思
い
を
語

診
断
さ
れ
た
弦
川
樹
さ
ん
(
四
)
り
や
す
い
よ
う
質
闘
す
る
な
ど

が
、
大
阪
市
平
野
区
の
自
宅
の
特
性
に
合
わ
せ
た
工
夫
を
し
、

部
屋
で
手
塩
に
か
け
る
生
き
物
生
き
物
の
飼
育
と
い
っ
た
得
意

た
ち
だ
。
動
植
物
に
つ
い
て
学
分
野
を
応
援
。
樹
『
ヤ
仰
は
、
自

ベ
る
専
門
学
校
に
通
い
つ
つ
宅
で
ヤ
シ
ガ
ニ
の
脱
皮
に
成
功

「
将
来
は
自
分
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
し
て
専
門
家
か
ら
評
価
さ
れ
、

ッ
プ
を
聞
き
た
い
」
と
意
気
込
高
校
一
で
は
生
徒
会
長
や
写
真
部

む

。

の

部

長

を

務

め

る

な

ど

、

次

々

発
達
障
害
が
分
か
っ
た
の
と
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。

は
、
睡
眠
障
害
を
発
症
し
た
の
息
子
の
成
長
に
つ
い
て
、
母

が
き
っ
か
け
。
親
の
勧
め
で
小
の
紀
子
さ
ん
〈
但
)
は
「
話
を
聞

学
校
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
は
き
、
受
げ
止
め
て
く
れ
る
大
人

「
ど
れ
だ
げ
努
力
し
て
も
上
達
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
」
と
振

せ
ず
、
中
学
の
部
活
で
は
い
じ
り
返
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

め
ら
れ
た
」
。
辞
め
た
か
っ
た
薬
物
治
療
を
行
う
精
神
税
医
は

が
、
親
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
も
ち
ろ
ん
、
塾
の
教
師
や
学
校

い
ま
ま
ス
ト
レ
ス
は
た
ま
り
、

眠
れ
な
い
体
に
な
っ
た
。
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が
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手
だ
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た
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、
自
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分
の
思
い
を
的
確
に
表
現
で
き
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っ
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り
す
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発
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唱
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障
害
で
よ
く
み
ら
れ
る
。
樹
さ
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